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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月7日(2016.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　復号対象ブロックの画素値を周囲の画素を用いて符号化することによって生成された符
号化データを復号する画像復号装置において、
　前記符号化データを復号して予測誤差を再生する復号手段と、
　前記復号対象ブロックの周囲の復号済み画素の色差信号に補正処理を行うか否かを表す
色差補正情報を生成する生成手段と、
　前記色差補正情報に基づいて、前記色差信号に補正処理を施す補正手段と、
　前記補正手段によって補正された色差信号、又は、補正処理を行わない周囲の復号済み
画素の色差信号から、前記復号対象ブロックの色差信号を予測する予測手段と、
　前記予測手段による色差信号の予測の結果と、前記復号手段によって再生された前記予
測誤差とを用いて、前記復号対象ブロックの画素値を再生する再生手段と
　を有することを特徴とする画像復号装置。
【請求項２】
　前記補正手段は、前記補正処理として、前記色差信号に前記線形補間処理を施すか、又
は、その他の補正処理を施し、
　前記色差補正情報は、補正処理の可否に関する情報に加えて、前記線形補間処理、又は
、前記その他の補正処理のうち選択された補正処理に関する情報を含み、
　前記予測手段は、前記選択された補正処理に関する情報に基づいて補正された色差信号
から、前記復号対象ブロックの画素の色差信号を予測する
　ことを特徴とする請求項１記載の画像復号装置。
【請求項３】
　前記補正手段は、前記復号対象ブロックの周囲の復号済みの輝度信号に補正処理を行う
か否かを表す輝度補正情報と、前記色差補間情報とに基づいて、前記色差信号に補正処理
を施す
　ことを特徴とする請求項２記載の画像復号装置。
【請求項４】
　前記補正手段は、前記輝度補正情報が輝度信号に前記線形補間処理を施すことを示す場
合であって、前記色差補正情報が色差信号に前記線形補間処理を施すことを示す場合に、
前記色差信号に前記線形補間処理を施す



(2) JP 2014-143671 A5 2016.11.24

　ことを特徴とする請求項３記載の画像復号装置。
【請求項５】
　前記補正手段は、前記輝度補正情報が輝度信号に前記他の補正処理を施すことを示す場
合であって、前記色差補正情報が色差信号に前記線形補間処理を施すことを示す場合に、
前記色差信号に前記他の補正処理を施す
　ことを特徴とする請求項３記載の画像復号装置。
【請求項６】
　符号化対象ブロックの画素値を周囲の画素を用いて符号化する画像符号化装置において
、
　前記符号化対象ブロックの周囲の符号化済みの画素の色差信号に補正処理を行うか否か
を表す色差補正情報を生成する生成手段と、
　前記色差補正情報に基づいて、前記色差信号に補正処理を施す補正手段と、
　前記補正手段によって補正された色差信号、又は、補正処理を行わない周囲の符号化済
み色差信号から、前記符号化対象ブロックの画素の色差信号を予測する予測手段と、
　前記予測手段による色差信号の予測の結果と、前記符号化対象ブロックの画素値とを用
いて、予測誤差を算出する算出手段と、
　前記予測誤差を符号化して符号化データを生成する符号化手段と
　を有することを特徴とする画像符号化装置。
【請求項７】
　前記補正手段は、前記補正処理として、前記色差信号に前記線形補間処理を施すか、又
は、その他の補正処理を施し、
　前記色差補正情報は、補正処理の可否に関する情報に加えて、前記線形補間処理、又は
、前記その他の補正処理のうち選択された補正処理に関する情報を含み、
　前記予測手段は、前記選択された補正処理に関する情報に基づいて補正された色差信号
から、前記符号化対象ブロックの画素の色差信号を予測する
　ことを特徴とする請求項６記載の画像符号化装置。
【請求項８】
　前記補正手段は、前記復号対象ブロックの周囲の復号済みの輝度信号に補正処理を行う
か否かを表す輝度補正情報と、前記色差補間情報とに基づいて、前記色差信号に補正処理
を施す
　ことを特徴とする請求項６記載の画像符号化装置。
【請求項９】
　前記補正手段は、前記輝度補正情報が輝度信号に前記線形補間処理を施すことを示す場
合であって、前記色差補正情報が色差信号に前記線形補間処理を施すことを示す場合に、
前記色差信号に前記線形補間処理を施す
　ことを特徴とする請求項８記載の画像符号化装置。
【請求項１０】
　前記補正手段は、前記輝度補正情報が輝度信号に前記他の補正処理を施すことを示す場
合であって、前記色差補正情報が色差信号に前記線形補間処理を施すことを示す場合に、
前記色差信号に前記他の補正処理を施す
　ことを特徴とする請求項８記載の画像符号化装置。
【請求項１１】
　復号対象ブロックの画素値を周囲の画素を用いて符号化することによって生成された符
号化データを復号する画像復号方法において、
　前記符号化データを復号して予測誤差を再生する復号工程と、
　前記復号対象ブロックの周囲の復号済み画素の色差信号に補正処理を行うか否かを表す
色差補正情報を生成する生成工程と、
　前記色差補正情報に基づいて、前記色差信号に補正処理を施す補正工程と、
　前記補正工程によって補正された色差信号、又は、補正処理を行わない周囲の復号済み
画素の色差信号から、前記復号対象ブロックの色差信号を予測する予測工程と、
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　前記予測工程による色差信号の予測の結果と、前記復号工程によって再生された前記予
測誤差とを用いて、前記復号対象ブロックの画素値を再生する再生工程と
　を有することを特徴とする画像復号方法。
【請求項１２】
　符号化対象ブロックの画素値を周囲の画素を用いて符号化する画像符号化方法において
、
　前記符号化対象ブロックの周囲の符号化済みの画素の色差信号に補正処理を行うか否か
を表す色差補正情報を生成する生成工程と、
　前記色差補正情報に基づいて、前記色差信号に補正処理を施す補正工程と、
　前記補正工程によって補正された色差信号、又は、補正処理を行わない周囲の符号化済
み色差信号から、前記符号化対象ブロックの画素の色差信号を予測する予測工程と、
　前記予測工程による色差信号の予測の結果と、前記符号化対象ブロックの画素値とを用
いて、予測誤差を算出する算出工程と、
　前記予測誤差を符号化して符号化データを生成する符号化工程と
　を有することを特徴とする画像符号化方法。
【請求項１３】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の画像復号装置の各手段としてコンピュータを機能
させることを特徴とするプログラム。
【請求項１４】
　請求項６～１０のいずれか１項に記載の画像符号化装置の各手段としてコンピュータを
機能させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の画像復号装置は、例えば、下記の構成を有する。
　すなわち、復号対象ブロックの画素値を周囲の画素を用いて符号化することによって生
成された符号化データを復号する画像復号装置において、前記符号化データを復号して予
測誤差を再生する復号手段と、前記復号対象ブロックの周囲の復号済み画素の色差信号に
補正処理を行うか否かを表す色差補正情報を生成する生成手段と、前記色差補正情報に基
づいて、前記色差信号に補正処理を施す補正手段と、前記補正手段によって補正された色
差信号、又は、補正処理を行わない周囲の復号済み画素の色差信号から、前記復号対象ブ
ロックの色差信号を予測する予測手段と、前記予測手段による色差信号の予測の結果と、
前記復号手段によって再生された前記予測誤差とを用いて、前記復号対象ブロックの画素
値を再生する再生手段とを有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の画像符号化装置は、例えば、下記の構成を有する。
　すなわち、符号化対象ブロックの画素値を周囲の画素を用いて符号化する画像符号化装
置において、前記符号化対象ブロックの周囲の符号化済みの画素の色差信号に補正処理を
行うか否かを表す色差補正情報を生成する生成手段と、前記色差補正情報に基づいて、前
記色差信号に補正処理を施す補正手段と、前記補正手段によって補正された色差信号、又
は、補正処理を行わない周囲の符号化済み色差信号から、前記符号化対象ブロックの画素
の色差信号を予測する予測手段と、前記予測手段による色差信号の予測の結果と、前記符
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号化対象ブロックの画素値とを用いて、予測誤差を算出する算出手段と、前記予測誤差を
符号化して符号化データを生成する符号化手段とを有する。
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